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顕名情報の
利活用

医療分野でのマイナンバーの導入
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• 医療機関等から 汎用匿名化ID を用いた電子化データを提出

• データベースの「サイロ化」を解消し、
持続可能な医療制度の確保に向けた情報源 として
利用目的に応じて加工され → 顕名データとしての利用

匿名化データとしての提供により活用

汎用匿名化IDを用いた
電子化データの提出

さらには、診療記録の標準化 を推進して データの活用性 を高め、より効果を上げる
第7回 健康・医療戦略参与会合 堀田参与提出資料 一部改変

匿名化

匿名化情報の
利活用

統合データベース

将来的には
直接の統合ＤＢへの
提供も検討が必要

マイナンバー等を
用いて 電子化
データで提供


